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衆
議
院
議
員
井
上
和
雄
君
提
出
イ
ラ
ク
に
お
け
る
陸
上
自
衛
隊
第
一
次
支
援
群
の
人
道
復
興
支
援
活
動
の
内
容
及
び
そ

の
実
績
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

第
一
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
（
平
成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
に
発
出
さ
れ
た
イ
ラ
ク
に
お
け
る
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び

安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基

づ
く
人
道
復
興
支
援
活
動
及
び
安
全
確
保
支
援
活
動
の
実
施
に
関
す
る
命
令
に
よ
り
編
成
さ
れ
、
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
陸

上
自
衛
隊
の
部
隊
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
所
属
し
て
い
た
自
衛
隊
員
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
自
衛
隊
員
が
法
に
基
づ
く

人
道
復
興
支
援
活
動
又
は
安
全
確
保
支
援
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
た
イ

ラ
ク
人
道
復
興
支
援
等
手
当
並
び
に
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
六
十
六
号
）

第
十
一
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
た
俸
給
の
特
別
調
整
額
並
び
に
同
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
た

爆
発
物
取
扱
等
作
業
手
当
、
放
射
線
取
扱
手
当
及
び
夜
間
特
殊
業
務
手
当
の
合
計
額
は
、
約
八
億
円
で
あ
る
。

な
お
、
人
道
復
興
支
援
活
動
と
し
て
の
医
療
に
係
る
活
動
、
給
水
に
係
る
活
動
、
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に

係
る
活
動
及
び
輸
送
に
係
る
活
動
並
び
に
安
全
確
保
支
援
活
動
と
し
て
の
補
給
に
係
る
活
動
に
そ
れ
ぞ
れ
従
事
し
た
自
衛
隊

一



員
に
支
払
わ
れ
た
こ
れ
ら
の
手
当
の
額
の
内
訳
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
従
事
し
た
人
数
を
推
測
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

第
二
の
一
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
衛
生
担
当
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
自
衛
隊
員
が
医
療
に
係
る
活
動
に
従

事
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
当
該
衛
生
担
当
部
隊
に
は
、
医
師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
士
、

薬
剤
師
及
び
救
急
救
命
士
の
国
家
資
格
を
保
有
し
て
い
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
八
名
、
四
名
、
三
名
、
三
名
、
一
名
、
一
名
、

三
名
及
び
四
名
含
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
の
二
の
（一）
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
医
療
に
係
る
活
動
を
実
施
し
た
病
院
は
、
サ
マ
ー
ワ
総
合
病
院
、
サ
マ
ー
ワ
母
子
病
院
及

び
ヒ
ド
ゥ
ル
総
合
病
院
で
あ
る
。

二



第
二
の
二
の
（二）
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
医
療
に
係
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
病
院
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
症
例
検
討
会

に
医
官
が
参
加
し
、
症
例
の
診
断
、
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
助
言
及
び
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
随
時
、
病
棟
に
お
い
て
医

療
器
材
の
使
用
方
法
、
当
該
医
療
器
材
を
用
い
た
治
療
方
法
等
に
つ
い
て
現
地
の
医
師
に
助
言
及
び
指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

第
二
の
二
の
（三）
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
活
動
の
期
間
中
、
現
地
の
病
院
に
対
し
て
行
っ
た
医
療
器
材
等
の
供
与
は
、
い
ず
れ

も
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
績
は
、
サ
マ
ー
ワ
総
合
病
院
に
対
す
る
医
療
器
材
等
の
供
与
及
び
日
本

・
イ
ラ
ク
医
学
協
会
を
通
じ
た
サ
マ
ー
ワ
母
子
病
院
に
対
す
る
医
療
器
材
等
の
供
与
の
二
件
で
あ
る
。

な
お
、
供
与
さ
れ
た
医
療
器
材
等
の
品
目
、
数
量
及
び
金
額
の
内
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
の
と
お
り

で
あ
る
。

第
二
の
二
の
（四）
及
び
三
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
活
動
の
期
間
中
、
医
官
は
、
現
地
の
病
院
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
症
例
検
討
会
に
お

三



い
て
、
症
例
の
診
断
、
治
療
方
針
等
に
つ
い
て
助
言
及
び
指
導
を
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
直
接
現
地
の
住
民
に
対
し
て
注
射
、

手
術
等
の
医
療
行
為
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

他
方
、
医
官
は
、
サ
マ
ー
ワ
宿
営
地
に
お
い
て
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
に
雇
用
さ
れ
た
者
を
含
む
現
地
の
住
民
約
七
十
名
に

対
し
て
救
急
処
置
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
二
の
二
の
（五）
に
つ
い
て

現
地
の
医
師
に
対
す
る
助
言
及
び
指
導
に
つ
い
て
は
、
医
官
が
症
例
検
討
会
に
参
加
す
る
こ
と
を
通
じ
、
不
特
定
多
数
の

医
師
に
対
し
て
こ
れ
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
現
地
の
医
師
数
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
、
困

難
で
あ
る
。

第
二
の
四
に
つ
い
て

へ
い

（一）

御
指
摘
の
訪
日
及
び
自
衛
隊
中
央
病
院
へ
の
訪
問
（
以
下
「
本
件
招
聘
」
と
い
う
。
）
は
、
事
実
で
あ
る
。

（二）

本
件
招
聘
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
及
び
陸
上
自
衛
隊
並
び
に
本
件
招
聘
の
実
施
主
体
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
と
協
議
し
つ
つ
、
外
務
省
が
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。

（三）

本
件
招
聘
は
、
我
が
国
が
今
後
の
ム
サ
ン
ナ
ー
県
に
お
け
る
医
療
事
情
の
改
善
の
た
め
の
支
援
を
円
滑
に
実
施
す
る
こ

四



と
が
で
き
る
よ
う
、
ム
サ
ン
ナ
ー
県
に
お
け
る
中
核
の
四
病
院
（
サ
マ
ー
ワ
総
合
病
院
、
サ
マ
ー
ワ
母
子
病
院
、
ヒ
ド
ゥ

ル
総
合
病
院
及
び
ル
メ
イ
サ
総
合
病
院
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
長
及
び
同
県
保
健
局
長
（
以
下
「
病
院
長
等
」
と
い

う
。
）
と
我
が
国
関
係
者
と
が
当
該
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
病
院
長
等
に
お
い
て
我
が
国

の
経
済
協
力
制
度
や
医
療
事
情
等
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

（四）

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
が
負
担
し
た
。

（五）

本
件
招
聘
の
目
的
は
、
（三）
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
病
院
長
等
が
我
が
国
を
訪
問
し
て
い
る
間
、
四
病
院
に
お
け

る
医
療
活
動
及
び
ム
サ
ン
ナ
ー
県
に
お
け
る
保
健
行
政
は
、何
ら
の
支
障
も
な
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

第
二
の
五
に
つ
い
て

ム
サ
ン
ナ
ー
県
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
病
院
施
設
等
の
改
善
、
不
足
し
て
い
る
基
本
的
な
医
療
器
材
等
の
供
与
、
医

師
や
看
護
師
の
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
の
向
上
等
を
通
じ
て
、
現
地
の
住
民
が
等
し
く
医
療
に
係
る
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
容
易
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

第
二
の
六
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
医
療
に
係
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果
を
定
量
的
に
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難

五



で
あ
る
が
、
現
地
の
住
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
し
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

第
三
の
一
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
施
設
担
当
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
自
衛
隊
員
が
学
校
等
の
公
共
施
設
の

復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
に
従
事
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
員

の
安
全
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

第
三
の
二
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
を
実
施
し
た
学
校
は
、
ム
サ
ン
ナ
ー
県

ダ
ラ
ー
ジ
村
の
オ
ロ
ー
バ
中
学
校
及
び
同
県
ヒ
ラ
ー
ル
村
の
ア
ル
ヘ
デ
フ
小
学
校
の
二
校
で
あ
る
。

第
三
の
三
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
を
実
施
し
た
学
校
に
お
い
て
は
、
学
校

校
舎
の
扉
等
建
具
の
修
繕
、
壁
等
の
補
修
及
び
電
気
配
線
の
修
繕
等
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
三
の
四
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
に
関
し
、
イ
ラ
ク
人
を
含

六



む
延
べ
約
千
三
百
名
の
現
地
の
住
民
を
雇
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
者
に
支
払
わ
れ
た
賃
金
の
総
額
は
、
約
六
千

九
百
ド
ル
で
あ
る
。

第
三
の
五
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
ク
リ
ア
ー
ケ
ー
ス
に
収
納
さ
れ
た
落
書
き
帳
（
一
冊
）
、
ノ
ー
ト
（
一
冊
）
、

ク
レ
ヨ
ン
（
十
二
色
の
十
二
本
）
、
鉛
筆
（
六
本
）
、
鉛
筆
削
り
（
一
個
）
及
び
ボ
ー
ル
ペ
ン
（
赤
色
二
本
及
び
黒
色
二
本
）

か
ら
な
る
文
房
具
セ
ッ
ト
七
千
六
十
個
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
現
地
の
小
学
生
に
配
布
す
る
に
当
た
っ
て
の
輸
送
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
房
具
セ
ッ
ト
は
、
自
衛
隊
の
部
隊
が
購
入
し
た
も
の
で
は
な
く
、
民
間
団
体
が
寄
贈
し

た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
購
入
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
承
知
し
て
い
な
い
。

第
三
の
六
に
つ
い
て

ム
サ
ン
ナ
ー
県
教
育
局
に
よ
れ
ば
、
同
県
に
は
約
三
百
五
十
校
の
学
校
が
存
在
し
、
そ
の
過
半
に
つ
い
て
、
復
旧
・
整
備

が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
七
に
つ
い
て

ム
サ
ン
ナ
ー
県
教
育
局
に
よ
れ
ば
、
同
県
サ
マ
ー
ワ
市
に
は
約
百
四
十
校
の
学
校
が
存
在
し
、
そ
の
過
半
に
つ
い
て
、
復

七



旧
・
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

第
三
の
八
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
学
校
等
の
公
共
施
設
の
復
旧
・
整
備
に
係
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
ム
サ
ン
ナ
ー
県
教

育
局
等
か
ら
の
要
望
の
内
容
を
踏
ま
え
、
同
局
等
の
関
係
機
関
と
の
調
整
等
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
実
施
箇
所
を
選
定
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
活
動
に
お
い
て
も
、
同
様
の
方
法
に
よ
り
、
適
切
に
決
定
し
て
ま
い
り
た
い
。

第
四
の
一
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
給
水
担
当
部
隊
に
所
属
し
て
い
た
自
衛
隊
員
が
給
水
に
係
る
活
動
に
従

事
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
人
数
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
自
衛
隊
員
の
安
全
確
保
に
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。

第
四
の
二
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
よ
る
給
水
に
係
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ
て
ム
サ
ン
ナ
ー
県
水
道
局

に
供
与
さ
れ
た
給
水
車
等
に
対
し
て
、
運
河
か
ら
取
水
し
浄
水
し
た
水
の
供
給
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
四
の
三
に
つ
い
て
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第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
あ
っ
て
は
、
給
水
に
係
る
活
動
を
終
了
し
た
平
成
十
六
年
五
月
二
十
六
日
ま
で
の
間
、
合

計
約
八
千
八
百
三
十
ト
ン
の
水
を
浄
水
し
た
。

こ
の
う
ち
、
約
四
千
三
百
四
十
ト
ン
に
つ
い
て
は
無
償
資
金
協
力
に
よ
っ
て
ム
サ
ン
ナ
ー
県
水
道
局
に
供
与
さ
れ
た
給
水

車
等
に
対
し
て
供
給
し
、
約
四
百
二
十
ト
ン
に
つ
い
て
は
オ
ラ
ン
ダ
軍
に
対
し
て
供
給
し
、
及
び
残
余
の
約
四
千
七
十
ト
ン

に
つ
い
て
は
自
家
使
用
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

第
四
の
四
に
つ
い
て

ム
サ
ン
ナ
ー
県
水
道
局
に
供
与
さ
れ
た
給
水
車
等
に
対
し
て
供
給
さ
れ
た
水
の
量
約
四
千
三
百
四
十
ト
ン
は
、
同
県
水
道

局
に
供
与
さ
れ
た
給
水
車
約
四
百
三
十
四
台
分
の
水
の
容
量
に
相
当
す
る
。

第
四
の
五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
十
二
月
九
日
、
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
基
本
計
画
（
以
下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
）

を
閣
議
決
定
し
、
こ
の
基
本
計
画
�
�
ア
�
に
お
い
て
、
「
自
衛
隊
の
部
隊
等
に
よ
る
人
道
復
興
支
援
活
動
」
と
し
て
、「
給

水
」
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
政
府
調
査
団
等
に
よ
る
累
次
の
報
告
内
容
も
踏
ま
え
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ム
サ
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ン
ナ
ー
県
に
お
け
る
給
水
状
況
に
関
し
て
は
、
同
県
水
道
局
の
一
日
当
た
り
及
び
一
月
当
た
り
の
水
の
供
給
量
に
つ
い
て
そ

の
数
値
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
同
県
に
お
け
る
水
道
設
備
等
の
状
況
が
劣
悪
で
あ
り
、
生

活
用
水
の
供
給
が
質
・
量
共
に
不
十
分
で
あ
る
と
の
事
情
に
つ
い
て
は
十
分
に
把
握
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
ム
サ
ン
ナ
ー
県
水
道
局
の
現
時
点
に
お
け
る
一
日
当
た
り
及
び
一
月
当
た
り
の
水
の
供
給
量
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

現
地
に
お
い
て
同
県
水
道
局
に
対
し
て
照
会
中
で
あ
る
が
、
同
県
水
道
局
自
身
が
こ
れ
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

お
答
え
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。

第
五
に
つ
い
て

第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
が
実
施
し
た
人
道
復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
病
院
長
等
ム
サ
ン
ナ
ー
県
の
関
係
者
及
び

現
地
の
住
民
か
ら
、
感
謝
の
意
と
と
も
に
当
該
人
道
復
興
支
援
活
動
を
継
続
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
た
び
た
び
表
明
さ
れ

る
な
ど
、
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
も
、
第
一
次
イ
ラ
ク
復
興
支
援
群
に
お
い
て
は
、
酷
暑
等
の
非
常
に
厳
し
い
環
境
下
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
そ
の
能
力
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、
現
地
の
住
民
の
生
活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
を
適
切
か

つ
円
滑
に
実
施
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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